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わ
が
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

⑦
ほ
た
る
ま
つ
り(
柳
沢
地
区
)

源
氏
ぼ
た
る
が
、
輝
き
な
が
ら
群
を

な
し
、
舞
い
飛
ん
で
い
ま
す
。

柳
沢
地
区
で
は
¥
毎
年
六
月
一
日
か

ら
十
五
日
の
「
ほ
た
る
ま
つ
り
」
の
間
¥

ほ
た
る
観
賞
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
そ

の
問
、
柳
沢
公
民
館
前
で
¥
青
年
が
中

心
に
な
っ
て
バ
ザ
ー
を
聞
き
、
館
内
で

は
柳
沢
地
区
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お

う
と
口
ビ
l
展
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

若
い
力
、
が
中
心
に
な
り
¥
地
区
全
体

、
が
「
ほ
た
る
ま
つ
り
し
に
力
を
入
れ
、

夏
の
一
夜
を
通
し
て
、
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
輪
、
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
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8月31日税(第2期)民県惨市今月の納税



(2) 

6月定例市議会

おおす広報

久
米
小
学
校
校
舎
改
築
な
ど

補正総額13億4，000万円

市
制
三
十
周
年
記
念
事
業
も
予
算
化

提
案
理
由
の
要
旨

第
百
八
十
五
固
定
例
市
議
会
が
、
六
月
二
十
一
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た。
今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
補
正
予
算

四
件
、
条
例
関
係
七
件
、
そ
の
他
三
件
の
計
十
四
議

案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
近
田
市
長
は
、
提
案

理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
υ

本
年
は
、
大
洲
市
制
発
足
一
二
十
周
年

を
迎
え
る
年
で
す
。

本
年
度
の
市
政
運
営
は
、

大洲市民憲章

「
市
民
の

連
帯
と
参
加
」
、
「
公
正
で
明
る
い
創
造

性
の
豊
か
な
市
、
つ
く
り
」
を
め
ざ
し
、

そ
の
し
し
に
立
っ
て
「
中
長
期
的
展
望
を

ふ
ま
え
た
行
政
の
合
理
化
と
施
策
の
積

梅
的
推
進
L

・
「
広
域
的
視
野
に
立
っ
た

行
政
の
展
開
と
拠
点
都
市
機
能
の
充
実
L

~
「
活
力
と
個
性
豊
か
な
地
域
産
業
の

振
興
L

e

「
快
適
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
環

境
の
整
備
」
s

「
健
康
で
幸
せ
な
市
民
福

祉
の
充
実
」
・
「
豊
か
な
人
間
性
を
め
ざ

す
教
育
の
推
進
と
地
域
文
化
の
充
実
」

の
六
つ
の
柱
を
重
点
に
推
進
し
て
い
ま

す。
今
回
の
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
も
と
に
、
農
林

業
の
振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
、
教
育

条
件
の
整
備
な
ど
懸
案
の
重
要
事
業
を

中
心
に
、
地
域
的
課
題
の
積
極
的
な
解

決
に
特
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
十
一
一
一
億
六
千
六
百
八
十
三

万
円

特
別
会
計
ム
千
二
百
六
十
六
万
円

企
業
会
計
ム
八
百
十
二
万
円

A
7
年
度
の
予
算
累
計
は
百
四
十
一
億

七
千
三
百
四
十
五
万
円
と
な
η
、
昨
年

同
期
に
比
べ
四
億
六
千
八
百
二
万
円

(
二
了
四
%
)
の
増
と
な
っ
で
い
ま
す
。

脅宣

ム一品

計

今
回
の
補
正
で
一
般
会
計
の
累
計
は
、

八
十
九
億
六
千
二
百
八
十
三
万
円
と
な

り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
四
億
二
千
六
百

十
八
万
円
(
五
・
O
M
W
)

の
増
で
す
。

補
正
の
お
も
な
内
容
は
|
|
|
|

総
務
費
で
は
、
市
制
三
十
周
年
記
念
事

業
に
二
千
九
百
二
十
七
万
円
。

民
生
費
で
は
、
地
域
改
善
対
策
事
業

に
一
一
一
一
億
八
千
七
百
三
万
円
。
事
業
は
、

道
路
改
良
、
舗
装
、
下
排
水
路
整
備
な

ど
で
す
。

衛
生
費
で
は
、
ゴ
ミ
焼
却
場
の
老
朽
化

に
よ
る
修
繕
費
と
し
て
、
二
百
九
十
五

万
円
。
乾
電
池
分
別
回
収
に
六
十
七
万

円。農
林
水
産
費
で
は
、
広
域
営
農
団
地
農

道
整
備
事
業
費
に
四
千
三
百
四
十
四
万

円
。
林
業
構
造
改
善
事
業
費
に
三
千
六

百
七
十
四
万
円
。
事
業
は
、
林
道
・
作

業
道
開
設
、
流
通
施
設
整
備
な
ど
で
す
。

農
村
地
域
農
業
構
造
改
善
事
業
計
画
樹

立
費
に
七
百
万
円
。

土
木
費
で
は
、
平
地
慶
雲
寺
線
道
路
改

良
事
業
費
に
五
千
百
万
円
。
只
越
二
区

か
ら
阿
蔵
の
広
域
農
道
ま
で
の
改
良
を
、

五
十
八
年
度
か
ら
第
二
次
五
か
年
計
画

で
整
備
し
て
い
ま
す
。

県
単
独
補
助
の
道
路
整
備
事
業
と
し
で

二
千
万
円
。
路
線
は
、
黒
木
野
佐
来
線
、

野
佐
来
線
で
す
。
辺
地
対
策
事
業
と
し

て
二
千
万
円
。
地
域
振
興
整
備
事
業
に

道
路
改
良
な
ど
二
千
万
円
。
臨
時
地
方

道
整
備
事
業
と
し
て
九
千
百
万
円
。
峠

橋
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
事
業
と
し
て
二

千
二
百
八
十
万
円
。
新
谷
公
園
、
稲
荷

山
公
園
整
備
に
九
百
万
円
。
街
路
事
業

と
し
て
、
大
洲
停
車
場
南
線
整
備
事
業

に
五
千
五
百
三
十
万
円
。
市
単
独
下
排

水
路
整
備
事
業
と
し
て
一
千
万
円
。

消
防
一
費
で
は
、
防
火
水
槽
新
設
事
業
と

し
て
五
百
五
十
六
万
円
。
消
防
器
具
倉

庫
及
び
詰
所
新
築
事
業
費
に
四
百
二
十

万
円
。

教
育
費
で
は
、
久
米
小
学
校
校
舎
の
改

築
費
に
三
億
五
千
七
百
三
十
六
万
円
。

菅
田
小
学
校
校
舎
増
築
費
と
し
て
九
千

五
百
二
十
一
万
円
。

条

例

欝

係

大
洲
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例

大
洲
市
の
森
林
又
は
森
林
の
周
囲
一

キ
ロ
灯
の
範
囲
内
に
あ
る
土
地
の
火
入

れ
に
関
し
、
許
可
の
手
続
き
そ
の
他
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支
結
条

例
の
一
部
改
正

学
校
医
、
学
校
薬
剤
師
、
施
設
嘱
託

医
な
ど
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
を
一
部

改
正
す
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い

保
険
給
付
の
安
定
的
確
保
と
被
保
険
者

負
担
の
公
平
を
留
る
た
め
の
改
正
で
す
。

大
洲
市
立
小
学
技
校
舎
建
設
委
員
会
条

例
の
一
部
改
E

大
洲
市
立
久
米
小
学
校
及
び
大
洲
市

立
菅
田
小
学
校
校
舎
の
建
築
に
と
も
な

い
執
行
機
関
の
附
属
機
関
と
し
て
の

委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

大
洲
市
消
防
団
員
の
報
酬
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

大
洲
市
立
小
学
校
水
泳
プ
I
ル
建
設
委

員
会
条
例
等
の
廃
止

大
洲
市
立
小
学
校
校
舎
建
設
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い
、
こ
の

条
例
を
察
止
す
る
も
の
で
す
。
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夏休みを楽しく

ノ

(..-、

週
ご
す

子
供
の
交
通
事
故
原
因
で
一
一
番
多

い
の
は
「
飛
び
出
し
」
で
、
六
割
を

占
め
ま
す
。
次
い
で
「
自
動
車
の
直

前
直
後
の
横
断
」
、
「
信
号
無
視
」
、

「
路
上
遊
戯
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す。
夏
休
み
は
、
ふ
だ
ん
に
比
べ
る
と

家
の
外
で
遊
ぶ
時
聞
が
長
く
な
り
ま

す。
お
子
さ
ん
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と

を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

V
飛
び
出
す
な

広
い
道
は
自
動
車
が
た
く
さ
ん
通
り

ま
す
。
細
い
道
か
ら
広
い
通
り
に
出
る

と
き
は
、
自
動
車
が
き
て
い
な
い
か
よ

く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

①
手
前
で
必
ず
立
ち
止
ま
る
。

②
右
か
ら
自
動
車
が
き
て
い
な
い
か
よ

く
見
る
。

③
左
か
ら
自
動
車
が
き
て
い
な
い
か
よ

く
見
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
普
通
に
歩
い
て
い

る
と
き
は
簡
単
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
ボ
l
ル
を
追
い
か
け
た
り
、

友
達
と
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と

き
な
ど
は
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

左
右
を
確
か
め
た
く
て
も
、
へ
い
が

あ
っ
た
り
、
自
動
車
が
止
ま
っ
て
い
て

見
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
、
耳
を
す
ま
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
近
づ
い
て
く
る
自
動
車
の
音
が

聞
こ
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
見
や
す
い

所
ま
で
進
ん
で
、
自
分
の
目
で
確
か
め

中
小
し
ょ
F

フ。

夏
休
み
に

雫
齢
覚
え
よ
う

安
全
の
た
め
に

V
運
転
手
さ
ん
の
自
を
み
る

目
の
前
の
信
号
は
赤
か
ら
青
に
変
わ

り
ま
し
た
。
さ
あ
渡
り
ま
し
ょ
う
。

で
も
、
す
べ
て
の
自
動
車
が
完
全
に
止

ま
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

右
や
左
に
曲
が
る
事
が
、
あ
な
た
の
渡

ろ
う
と
す
る
横
断
歩
道
を
通
る
の
で
す
。

運
転
手
さ
ん
の
目
を
見
て
、
車
が
止
ま

っ
た
の
を
確
か
め
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
人
が
ど
ん
な
自
動
車
を
運
転
し

て
い
る
か
、
よ
く
見
る
と
楽
し
い
で
す

l
d
 

台

V
信
号
の
意
味
を
知
ろ
-
つ

道
を
渡
ろ
う
と
し
た
ら
、
信
号
が
黄

色
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
あ
、

ど
う
し
ま
し
ょ
う
。
赤
に
変
わ
る
前
に

さ
つ
と
渡
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
。
そ
れ

は
だ
め
で
す
よ
。
次
の
青
信
号
ま
で
待

ち
ま
し
ょ
う
。

つ
い
た
り
消
え
た
り
し
て
い
る
青
信

号
や
黄
色
の
信
号
は
「
注
意
」
の
意
味
。

H

赤
に
変
わ
り
ま
す
よ
注
意
し
て
く
だ

さ
い
u

と
い
う
こ
と
で
す
。
青
信
号
か

ら
急
に
赤
信
号
に
変
わ
る
と
あ
ぶ
な
い

か
ら
で
す
。

V
自
動
車
は
後
ろ
に
も
動
く

道
路
や
空
き
地
に
自
動
車
が
止
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
周
り

で
遊
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
遊
び

に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
う
ち
に
運
転
手

さ
ん
が
自
動
車
を
動
か
そ
う
と
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
自
動
車
の
後
ろ
に
し
ゃ
が
み
込

ん
で
い
る
と
、
運
転
手
さ
ん
に
も
分
か

り
ま
せ
ん
。
自
動
車
は
後
ろ
に
動
く
こ

と
も
あ
り
、
と
て
も
危
険
で
す
。
道
路

で
遊
ば
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
自
動
車

の
周
り
で
は
絶
対
に
遊
ば
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
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九
月
一
日

記
念
式
典

四
十
一
年
「
お
は
な
は
ん
」
の

口
ケ

セ
イ
タ
力
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や
ブ
タ
グ
サ
は
、
そ
の
花
粉
が
ぜ
ん
そ
く
、

結
膜
炎
、
鼻
炎
を
ひ
き
起
こ
し
ま
す
。

毎
年
、
公
有
地
は
大
洲
市
や
青
年
協
議
会
が
、
民
有
地
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の

協
力
に
よ
っ
て
駆
除
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

有
害
雑
草
を
駆
除
し
、
美
し
い
健
康
な
町
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

有
害
雑
草
を
な
く
そ
う

らせ

い
8月10日

森田勇造

講演

氏
国立大淵情年の家では、「高校[

生リーダ シップ研修」に特別

講師として、青少年交友協会理

事長森田勇造氏を招きます。

この特別講演を大洲市の文化

の向上に役立てようと、市民の

みなさんに公開することになり

ました。

次のように開催しますので、

ご聴講ください。

演題 「日本人の原流を求めで」

一青春期の言晴

森田勇造氏

8月 10 日(創午前 9時~10

時半

場所国立大59'!'清年の家講堂
なお、聴講は無料です。

問い合せ先 国立大59'!'!青年の家

雷⑪51 7 5 

大洲青年の家

「
日
本
人
の
源
流
を
求
め
て
」

ー
青
春
期
の
官
険
!

七
月
か
ら

乾
電
池
に
含
ま
れ
て
い
る
水
銀
に
よ
る
環
境
活
染

問
題
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
洲
市
で

は
、
こ
の
問
題
の
処
理
対
策
を
検
討
し
て
い
ま
し
た

が
、
乙
の
七
月
か
ら
〈
玉
市
的
に
回
収
を
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

O
各
家
庭
に
乾
電
池
回
収
専
用
袋
を
配
布
し
、
不
燃
物

収
集
巳
(
ピ
ン
類
な
ど
と
同
じ
日
)
に
回
収
し
ま
す
。

O
学
校
、
公
民
館
な
ど
の
ハ
山
共
施
設
や
電
池
小
亮

屈
な
ど
市
内
八
十
五
か
所
に
、
回
収
ボ

ッ
ク
ス
を
設
重
し
ま
す
。

など

師

時

講

巴

使
用
済
乾
電
池
の

分
別
回
収

〆
回
収
ボ
ッ
ク
ス



8月る・4日

まっ、.. E
f
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大
洲
の
夏
の
風
物
詩
、
川
ま
つ
り
が
今
年

も
八
月
三
・
四
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

八
月
三
日

中
本
マ
ソ
コ
ン
サ
ー
ト
(
市
民
会
館
)

花
火
大
会
(
肱
北
河
原
)
二
十
時
1

八
月
四
日

い
か
だ
流
し
大
会
九
時
1
十
六
時

花
火
大
会
(
肱
南
河
原
)
二
十
時

1

ー
う
ま
い
話
に
は
落
と
し
穴
i

「金」

悪
質
業
者
に
用
心

「金
L

の
現
物
を
買
う
時
は
、

O
電
話
・
訪
問
等
に
よ
る
勧
誘
に
注
意

し、
O
信
頼
で
き
る
業
者
の
居
費
で
、

O
代
金
と
引
換
え
に

O
現
物
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

ご
相
談
・
苦
情
は
、
地
方
通
産
局
の
消

費
者
相
談
室
へ
。

(5) 

n
u
z貝
J
J

工

作
ヌ
白
川
叩
パ
(

お
お
お

「両隣互いにかけあう声とカギ」

夏の防犯運動

恩
給
の
加
算
改
正
請
求
は

お
済
み
で
す
か

現
在
、
恩
給
を
受
け
取
っ
て
い
る
六
よ
っ
て
、
恩
給
年
頭
か
増
額
さ
れ
る
場

十
歳
以
上
の
方
(
六
十
歳
未
満
の
妻
子
合
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
八
年
十
月

や
傷
病
恩
給
受
給
者
な
ど
を
含
む
。
)
の
一
日
以
前
に
恩
給
を
裁
定
さ
れ
た
方
で
、

思
給
年
額
を
計
算
す
る
と
き
、
実
際
に
ま
だ
こ
の
加
算
年
算
入
の
請
求
手
続
を

勤
務
し
た
年
数
に
戦
地
勤
務
な
ど
の
特
し
て
い
な
い
方
は
、
退
職
当
時
に
っ
と

殊
な
勤
務
を
行
っ
た
場
合
の
在
職
年
の
め
で
い
た
役
所
(
旧
軍
人
関
係
の
方
は

割
り
増
し
年
数
(
加
算
年
)
を
算
入
し
本
籍
地
の
あ
る
都
道
府
県
の
旧
軍
人
恩

て

い

ま

す

。

給

担

当

課

)

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

こ
の
加
算
年
の
算
入
を
す
る
こ
と
に
お
問
い
合
せ
は
、
福
祉
事
務
所

官

(
ω
E
1
1
1内
線
2
7
5

ま
た
は
、
県
安
天
福
祉
課
雷
0
8
9
9

⑪
2
1
1
1内
線
2
5
3
6
へ。

大洲市防犯協会

資金の準備は
国民金融公庫で
国民金融公庫は、現在 3人に 1人
の割合で、中小企業のかたが利用し

でいる政府系の金融機関です。

現在、公庫では中元資金の融資を

行っています。〉欠のような資金の手

当にご利用ください。

。商品仕入資金に

0支払手形や買掛金の決済資金に

0ボーナスや諸経費の支払資金に

融資条件

・融資額

・融資期間

し
尿
の
汲
み
取
り

「
し
尿
の
汲
み
取
り
し
の
受
付
が
、

市
民
課
か
ら
保
険
衛
生
課
へ
変
わ
リ

ま
し
た
。
次
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

智
一
的
芝

1
1
1内
線
2
6
2

保
験
衛
生
課



(6) おおず広報自然の美しさを生かし、観光都市づくりにつとめる

国

民

健

康

保

険

税

税
率
が
変
わ
り
ま
し
た

た
め
の
も
の
で
す
。

五
十
九
年
度
の
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

改
正
後
の
税
率
(
別
表
)
で
計
算
し
て

い
ま
す
。

昨
年
度
の
大
洲
市
の
国
民
健
康
保
険

の
総
医
療
費
は
二
十
四
億
三
千
九
百
八

十
三
万
三
千
円
で
、
国
民
健
康
保
険
加

入
者
一
人
当
た
り
十
二
万
三
千
円
を
使

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

栄
養
、
運
動
、
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
が

健
康
の
秘
訣
、
普
段
か
ら
の
健
康
ゃ
つ
く

り
が
医
療
費
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま

す。
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
7

保険税率の新旧対比

区分 課税所得の
固定資産税 被保険者 1 一世帯当り l

額の 人当り(年) (年)

改正後
6.40 40.00 

9，000 12，350 
100 100 

改正前
6.38 42.40 

8，750 12，350 
100 100 

別表

5月31日起工式

中島貢さん

(田処・ 60歳)

し
い
た
け
共
進
会
の
「
楕
(
ほ
だ
)

一
木
育
成
の
部
」
で
農
林
水
産
大
臣
賞

?
Z
受
賞
さ
れ
た
中
島
貢
さ
ん
に
受
賞

一
の
喜
び
ゃ
苦
労
話
を
聞
き
ま
し
た
。

前

l
i
t
-
-

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
運
が

叶
良
か
っ
た
み
た
い
で
す
。

叩
|
|
受
賞
の
理
由
は

叩
結
局
、
良
い
情
木
を
良
い
槽
場
に

一
置
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
わ

?
…
~
し
は
、
南
向
き
の
十
二
土
二
年
の

一
杉
の
内
に
槽
木
を
置
い
て
い
る
の
で

一
す
が
湿
度
や
風
通
し
な
ど
の
関
係
で

一
そ
れ
が
良
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
山

一
の
傾
斜
な
ど
も
影
響
し
ま
す
。

槽木育成で

農水大臣賞

1割と応きなに万にり 残すでかの
i合応能上りとに、、今額るいらく保
i---益割げまもそ保基回を分た受ら聖書
と割どへをしなれ険礎の基(戸、三 間
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i負世主的。税れの除方と四分と要

すご戸 i担帯芸とこ率引最相税し割(きかそ
が不三駐 i割と重しのをき高当法て五三みをの

-1ぶム 、f更れ車 i合家臣た税改上限額の課分割な予年
品土手二をた場 i の族いも率正げ度がー税~~さ測の

~f.. J 百かみが‘均数対の改すら額二部さをとんし医
ヘ七けな狭!衡に τで正るれが十改れ控国に、療
十てさく、 iを対 9 なはこた三六正ま除が負そ費
八いん t取す喫く 、とこ十万にすし負担のが
台まに来 iるる豆、引にと五円よ。た担し額ど

層二収 i
の億こ容;
鉄三のの 1
骨千駐駐 i
造五車車 i
で百場場 t

指す工万はを 1
し。事円、建 l
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闘
し
わ
か
る
看
護
法

おおず

便
器
を
使
っ
て
の
排
便
は
、
直
接
便

器
が
体
に
当
た
る
と
冷
た
か
っ
た
り
、

痛
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
必
ず
前
も
っ

て
カ
バ
ー
を
か
ぶ
せ
て
か
ら
、
当
て
が

う
よ
う
に
し
ま
す
。

広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる

!方!
盟畠

(7) 

V
ベ
ッ
ト
の
場
合
企

①
寝
巻
の
す
そ
を
腰
の
上
ま
で
た
く
し

上
げ
、
足
を
や
や
聞
か
せ
膝
(
ひ
ざ
)

を
立
て
さ
せ
る
。

②
腰
の
下
に
ビ
ニ
ー
ル
(
防
水
布
)
と

タ
オ
ル
を
重
ね
た
も
の
を
広
げ
る
。

③
片
手
で
腰
を
持
ち
上
げ
、
も
う
一
方

の
子
で
便
器
を
持
ち
腰
の
下
に
置
く
。

便
器
の
位
置
は
適
当
か
、
痛
く
な
い
か

な
ど
を
本
人
に
聞
い
て
確
か
め
る
。

V
畳
に
寝
て
い
る
場
合
A

ベ
ッ
ト
と
違
っ
て
位
置
が
低
く
、
看

護
人
の
力
が
入
り
に
く
い
の
で
腰
を
持

ち
上
げ
る
の
が
困
難
。
病
人
の
体
を
一

度
横
向
き
に
し
て
か
ら
便
器
を
置
く
方

法
が
楽
で
す
。

①
座
ぶ
と
ん
を
二
つ
折
り
に
し
、
病
人

の
片
側
の
腰
の
下
に
は
さ
む
。

②
体
を
、
座
ぶ
と
ん
が
は
さ
ま
れ
て
い

る
ほ
う
へ
横
に
向
け
、
手
前
か
ら
便
器

を
当
て
が
う
。

④ 

③
体
を
元
ど
お
り
仰
向
け
に
す
る
。

間

10;;ιι
橿

きう寒れ足て |排せつ①便器を使う場合i EZ v もせし

る耳bくなを古可 ろま号
だ Jじない聞に にを

品皇202手 気兼ねをさせない心遣いを 5手
けかう る 、 • .. 車氏カす
布せ、よ膝 とつ
固なま う(を場 v 大に聞にのものげ新配 V ず用呼た
はいた にひ縦合女丈かを膝前う下て聞の大す便びら
とた、 すぎ四は性夫け通(を に一紙あ便。中鈴
らめ余 る)つ、の。てしひ覆方は方なるが はを子
なに計 とを折ちノj、 おでざうをさをどと散 席置の
いもな 外合りり用 け、)よ便み便をきる をき届
し にわに紙の ば腹のう器、器広は心 は、く

園
1
f
j
終
わ
っ
た
ヶ
四
回

長期;
一方議._

←主主義
一iミピ三膏

No.7 1 

一

①
汚
れ
を
広
げ
な
い
よ
う
、
前
か
ら
後
向

ろ
に
向
け
て
ふ
く
(
可
能
な
限
り
病
人
向

自
身
に
さ
せ
る
)

0

押

②
片
手
で
腰
を
持
ち
上
げ
、
も
う
一
方
却

で
便
器
を
は
ず
し
、
寝
巻
や
寝
具
を
元
却
ど
の
国
の
歴
史
に
お
い
て
も
、
原
始

ど

お

り

に

す

る

。

邸

時

代

に

は

、

人

々

は

共

同

し

て

働

き

、

③
病
人
の
子
を
洗
う
。
問
採
集
し
た
も
の
は
み
ん
な
で
公
平
に
分

④
換
気
を
し
、
便
器
を
片
づ
け
る
。
明
け
合
い
、
差
別
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な

。

。

明

か

っ

た

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

と

こ

ろ

排
便
の
世
話
を
受
け
る
こ
と
は
病
人
的
が
、
財
産
の
私
有
が
始
ま
る
に
つ
れ
て

の
心
の
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
向
特
定
の
人
々
に
富
が
集
中
し
て
い
き
、

気
兼
ね
を
さ
せ
な
い
心
遣
い
を
忘
れ
な
向
や
が
て
一
部
の
支
配
者
と
、
そ
れ
に
支

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
時
配
さ
れ
る
多
数
の
人
々
と
に
分
か
れ
て

一
、
二
度
失
敗
(
お
も
ら
し
)
が
あ
時
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
支
配
さ
れ
る

っ
て
も
、
安
易
に
お
む
つ
を
使
う
の
は
時
人
々
は
、
歴
史
の
発
展
の
過
程
で
政
治

禁
物
で
す
。
お
む
つ
を
使
う
シ
ョ
ッ
ク
知
的
、
経
済
的
、
社
会
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

は
、
病
人
に
心
の
張
り
を
失
わ
せ
、
ボ
部
制
限
や
圧
迫
を
受
け
、
人
間
ら
し
く
生

ケ
の
引
き
金
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
開
き
る
権
利
、
す
な
わ
ち
人
権
を
侵
さ
れ

逆
に
排
便
が
う
ま
く
い
く
こ
と
で
、
寝
一
一
な
が
ら
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

た
き
り
の
状
態
か
ら
回
復
で
き
る
わ
年
間

寄

り

も

多

い

の

で

す

。

白

人

権

の

獲

得

対
だ
れ
で
も
同
じ
人
間
と
し
て
生
ま
れ

一
言
た
以
上
、
そ
の
社
会
に
お
か
れ
た
事
情

に
か
か
わ
ら
ず
、
人
格
を
認
め
ら
れ
た

人
間
と
し
て
生
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ゆ
え
に
差
別
さ
れ
る
こ
と
を

排
除
し
、
人
権
の
守
ら
れ
る
社
会
を
作

ろ
う
と
願
い
、
行
動
し
よ
う
と
し
た
の

は
当
然
で
す
。
こ
の
願
い
や
行
動
は
、

過
去
幾
多
の
試
練
に
耐
え
な
が
ら
、
自

由
と
人
権
獲
得
の
一
敗
史
と
し
て
積
み
重

人

権

の

歴

史

人
権
問
題
に
つ
い
て

ね
ら
れ
、
現
在
の
民
主
主
義
に
結
実
し

て
き
た
の
で
す
。

「
人
聞
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

自
由
か
つ
平
等
な
権
利
を
持
っ
て
い
る
日

と
い
う
こ
と
は
、
近
代
市
民
社
会
が
始

ま
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
り
、
こ
の
高
い
人
権
意
識
は
、

近
代
人
の
英
知
が
う
ち
た
て
た
記
念
す

べ
き
金
字
塔
で
し
た
。
日
本
国
憲
法
は

こ
の
精
神
に
基
づ
い
て
「
国
民
は
、
す

べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら

れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す

る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き

な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び

将
来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
る
。
し
と
規
定

し
ま
し
た
。

ま
た
、
人
権
に
関
す
る
世
界
宣
言
で

も
「
何
人
も
人
権
、
皮
膚
の
色
、
性
、

言
語
、
宗
教
、
政
治
上
若
し
く
は
他
の

意
見
、
国
民
若
し
く
は
社
会
的
出
身
、

財
産
、
門
地
又
は
他
の
地
位
と
い
う
よ

う
な
い
か
な
る
種
類
の
差
別
も
受
け
る

こ
と
な
し
に
、
こ
の
宣
言
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
す
べ
て
の
権
利
と
自
由
と
を
享

有
す
る
。
」
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
私
た
ち
が
深
く
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら

の
「
条
文
」
を
単
な
る
百
標
と
し
て
終

わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

(
つ
づ
く
)



(8) おおず広報市民のひろば市民のひろば

六
月
二
十
四
日
、
大
洲
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
全
域
か
ら
三
百

五
十
人
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

会
場
に
あ
て
ら
れ
た
喜
多
小
体
育
館
で

は
歓
声
と
熱
気
で
梅
雨
空
を
吹
き
飛
ば

し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
一
部

一
位
平
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

二
位
大
洲
小
ミ
ニ
パ
ス

三
位
八
多
喜
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団

三
位
三
善
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
学
生
二
部

一
位
喜
多
ミ
ニ
パ
ス
A

二
位
三
善
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

三
位
平
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

三
位
平
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 コミュニティ推進中央

委員会

今年度の活動方針を決める

大洲市コミュニティ推進中央

委員会総会が、 6月18日に市役

所で聞かれました。委員など35

人が出席しで、今年度の活動方

童十などをt夫め、コミュニティ t舌
動の活性化を目指して他町村と

交流事業などを行うことになり

ました。

V
福
島
県
白
河
市
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
阿
武
隅
川
が
近
く
を
流
れ
る
盆
地

で
す
。
V
主
人
(
恒
敏
さ
ん
)
と
は
東
京
で
知

り
合
い
、
主
人
が
松
山
市
に
転
勤
す
る

の
を
機
会
に
、
昭
和
四
十
七
年
に
松
山

で
結
婚
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
に

大
洲
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

V
子
供
は
、
長
女
早
苗
(
小
五
・
十
一

歳
)
、
次
女
知
子
(
小
四
・
九
歳
)
、
長
男

照
夫
(
小
二
・
八
歳
)
、
三
女
ひ
と
み

(
小
一
・
六
歳
)
の
四
人
で
す
。

参
観
日
に
は
、
て
ん
て
こ
ま
い
で
す
o

v主
人
の
実
家
が
菅
田
(
天
貢
)
で
す

の
で
、
初
め
て
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ

た
時
、
こ
ん
な
山
の
奥
に
家
が
あ
る
ん

だ
ろ
う
か
と
驚
き
ま
し
た
。

γ言
葉
に
は
、
最
初
因
り
ま
し
た
。
い

つ
も
主
人
に
通
訳
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。

V
A
7
で
は
、
大
洲
の
生
活
に
も
慣
れ
、

住
み
ご
こ
ち
も
良
く
満
足
し
て
い
ま
す
o

v
主
人
に
は
、
不
満
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
仕
事
一
途
な
の
で
、
健
康
に
は

注
意
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

新
刊
図
書
案
内

松
山
町
鑑
・
三
田
村
秘
事
録

伊
予
史
談
会
編

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
但
マ
ク
ワ
l
タ
編

現
代
の
自
然
科
学
者
里
深
文
彦
著

け
ん
か
の
仕
方
教
え
ま
す佐
江
衆
一
著

日
本
中
世
へ
の
視
座
守
屋
毅
著

ナ
ガ
サ
キ
長
崎
総
合
科
学
大
学
編

マ
リ
l
・
キ
ュ
リ
ー

F
・
ジ
ル

l
著

民

権

百

年

色

川

大

吉

著

メ
シ
の
食
え
る
経
済
学
都
永
漢
著

賢
者
モ
釆
タ
リ
テ
遊
ブ
ベ
シ
田
村
二
一
著

わ

が

女

房

教

育

永

井

龍

男

著

科
品
工
官
と
考
え
る
梅
原
猛
他
著

住
み
よ
い
イ
ン
テ
リ
ア
松
田
誠
著

エ

プ

ロ

ン

メ

モ

大

橋

芳

子

編

世
界
陶
磁
全
集
日
南
海
小
学
館

か
あ
ち
ゃ
ん
、
す
ま
ん
徳
丸
壮
也
著

セ
ル
パ
ン
テ
ス

I

合

田

由

訳

高

村

光

太

郎

北

川

太

一

編

双

身

・

四

国

山

梅

原

称

子

著

獅

子

座

藤

雪

夫

桂

子

著

男
た
ち
の
大
和
上
・
下
辺
見
じ
ゅ
ん
著

雨
の
日
の
動
物
園
小
林
久
三
著

出

会

っ

た

縁

佐

田

稲

子

著

ユ

ー

モ

ア

の

発

見

長

新

太

著

昭
和
文
学
盛
衰
史
上
・
下
高
見
順
著

一

葉

の

日

記

和

田

芳

恵

著

検
死
官

T
-
T
野
口
・
他
著

石
蹴
り
遊
び
コ
リ
タ
l
サ
ル
著
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藤
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品
「
副
官
製
品J

一

ウ
飼
い
を
パ
チ
リ

益
軒
製
品
J
J

七し紙一一
事fi

t屋台船の飾り付け

そろそろ出番かな

ゴ上手に取ったよ
( ，キャ一、水しぶきがJ / 
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実

施

臼

詰

当

考

8
月
7
日
(
火
)
昭
和
白
年
3
月
生

8
月
9
日
(
木
)
昭
和
見
年
1
月
生

8
月
比
日
(
火
)
昭
和
回
年
目
月
竺

8
月
泊
目
(
火
)
昭
和
田
年
9
月
生

8
月
お
日
(
火
)
昭
和
田
年
7
月
竺

肱
南
・
肱
北
地
区
川
J
A

受
付
時
間
日
時
部
分

i
H
時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
七
ン
右
|

持
参
品
母
チ
健
康
子
停

保
縫
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

乳
幼
児

健

一=句、。F

おおず広報せ

成
人
病
の
集
団
検
診

あ、矢口ら

実
施

B
と
場
前
1

8
月
初
日
(
月
)
上
須
戒
連
絡
所

8
月
白
日
(
金
)
三
善
連
絡
所

受
付
時
間

9
時
叩
べ
刀

1
日
時

日
時
却
分
1
日
時

らせ

1 

tJ気

し

相談ごと案内

わせお知ら

君。3
?
?
5

~Jlt 
l'~手ゲ

対

象

者

四

歳

以

k
の
九
F

料
金
は
無
料
で
す
。
婦
人
の
人
に
は
貧

血
検
査
も
行
い
ま
す
。

結
核
検
診
一
レ
ン
ト
ゲ
〉

実
施

B
と
場
一
叶

8
月
白
日
(
月
-
上
須
戒
淳
一
括
所

8
月
白
日
一
金
、
一
一
二
芸
口
連
絡
所

受
付
時
間

8
時

l
m
時
日
配
分

料
金
は
知
'
料
で
す
J

歯
科
棺
静
一
+
人
洲
保
健
所

8
片
日
日
(
ホ
J

一
成
人
病
歯
科
相
談

8
月
幻
日
(
む
小
一
乳
幼
児
歯
科
相
談

日
時
か
ら
と
寸
。
前
も
勺
一
ど
電
話
し
て

く
だ
さ
い
ハ
宮
⑪
3
1
6
5

7
月
四
日
一
大
川
中
央
病
院

8
月
5
日

一

宮

⑪

4
5
b
l

1311宇 16H、?

9 8 8 8 
月月月月
2 26 19 12 
日日日日

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

開
眼
運
動
巡
回
検
診

一
般
視
力
障
害
者
の
診
査
と
更
生
相

談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
失
明
者
、
重

度
の
視
力
障
害
者
の
開
眼
に
要
す
る
医

療
扶
助
も
行
っ
ア
い
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
対
象
に

ま
り
ま
せ
ん
の
で
、
検
診
で
き
ま
せ
人
〈

①
色
盲
症
、
「
一
一
，
ゴ

l
マ
②
網
膜
色

素
変
性
症
③
無
眼
球
症
④
小
角
時

病
⑤
絶
対
性
縁
内
障
(
⑥
一
視
神
経
萎

縮
(
宇
乳
幼
児
の
視
力
障
害

対
象
者
視
力
障
害
者

実
施

E

8
月
1
臼
叩
時

1
日
時

場

所

中

央

公

民

館

捨
諺
料
無
料

※
身
体
障
害
者
子
帳
、
保
険
証
を
ご
昨

参
く
パ
ミ
ぃ
。

市
立
大
洲
病
院
よ
り
一

。
診
療
担
主
百

(
8
月
1
日
よ
り
)

内
科
(
初
診
担
当
医
師
)

月

副

木

曜

日

福

井

徹

火
・
金
曜
日
中
塚
重
和

ぷ
・
七
曜
日
寺
岡
賢
冶

外
科
(
初
診
担
当
医
師
、

月
-
木
曜
日
松
原
信
也

火
白
金
曜
日
堀
川
昭
官
一

心
小
・
土
曜
日
時
光
喜

C
7
H
I
H
か
ら
土
足
の
ま
ま
病
院
内

に
人
れ
す
す
ノ
。

C
欠
員
中
の
整
形
外
科
医
に
犬
洲
市
出

身
の
寸
川
哲
哉
医
師
が

8
U
H
-
-
Eえ

ら
着
任
す
る
予
定
で
す
い

大
洲
病
院

震
匂
Z
I
R
-
-

人<-
弘、

E 言、fAJ 

休日の濃水修理 (82~語り
同 日 当番業者 定l'

7月29日 中里子管工事工業 24← 3792 

8 F! 5日 西田水道底 26-0265 

8月12日 (有)南予水道住設 24-4577 

8月19日 浜田ポンプ庖 24-3086 

1" 8 J3 26日 星加鉄工所 26-0020 

~，ず寸竹

6月末までの JI- 三逗
大洲市内の交通事故 L与吉

6月末i昨年 i日月?
現在|同期 i せよ
7 0 I 7 3 I 10べ

日 Jレ
{J:ト
シを
i 幸帝
トめ
て

8 9 

2 

9 0 

。

数

負傷者

者死

f牛

匝E

圃

今
月
号
は
、
短
い
記
事
が
目
立
つ
よ

う
に
と
四
、
五
ペ
ー
ジ
で
編
集
を
変
え

て
み
ま
し
た
。
見
や
す
い
か
ど
う
か

i
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

(
M
)
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